
第９回若手研究者育成プログラムセミナー

サッカーに青春を賭けていた高校生の時、将来サッカーで飯が食えないとな

ると（1970年代には日本にはプロサッカーがなかった。プロのJリーグは20年後に

立ち上げられる、、）何で飯を食おうかと悩むことになった。そんな時、岡田節人

氏が書いた『細胞の社会』を読んで、サッカーに代わるワクワクするものを見つけ

再生の研究者になると決意し、岡田節人氏の居る京都へ上洛した。京大の入学後の

ガイダンスで岡田節人教授がたまたま教務委員長として檀上で説明しており、ガイ

ダンス終了後に『再生研究がしたくて東京から来ました』と告げると"おもろいやっ

ちゃ"となり、その足で研究室に案内され、1回生の時から研究室の出入りが許され

る幸運に出会った。それが私の再生研究の始まりだった、、

それから50年、国立大学(旧帝大・地方大)、公立大、私立大、国立の研究所、

理研など研究場所を変えながら一貫して再生研究に従事してきた。また、場所を変

える度に再生研究を進化させることで世界の再生研究を牽引してきた。

ここでは、若い研究者の生き様の参考になることを混ぜながら、再生研究で

自分が得てきたものを紹介したい。
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Zoomとのハイブリッド形式

連絡先：生体調節研究所生体膜機能分野 佐々木 妙子 E-mail：taeko.sasaki@gunma-u.ac.jp

●お申込み方法●
• 1月8日までに、右のQRコードからアクセスし、Googleフォームに
必要事項をご記入ください。

• 現地参加およびZoom講義のいずれの場合でも、事前登録が必要です。

●Registration●
• Please fill out the Google Form by scanning the QR code.
• Deadline: January 8th

日程：

会場：

演題：

講師：

参加登録はこちらから


